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＝ 2025 年２月 14 日、東京・新宿の居酒屋

は
十
分
で
、
誰
と
ど
ん
な
関
係
だ
っ
た
と

か
、
ど
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
か
な

ん
て
曖
昧
だ
。
た
だ
、「
あ
の
時
間
、
あ
の

場
所
で
、同
じ
体
験
を
し
て
い
た
は
ず
だ
」

と
い
う
心
許
な
い
仮
説
を
支
え
に
、
互
い

の
言
葉
を
手
繰
り
寄
せ
る
よ
う
に
会
話
が

進
ん
だ
。

　

今
回
集
ま
っ
た
面
々
は
、
い
ず
れ
も
紆

余
曲
折
を
経
て
首
都
圏
に
暮
ら
し
て
い
る

者
た
ち
で
あ
る
。
今
で
こ
そ
北
陸
新
幹
線

　

２
０
２
５
年
２
月
14
日
、
東
京
・
新
宿

の
一
隅
に
あ
る
居
酒
屋
に
、
40
代
を
迎
え

た
10
人
の
同
級
生
が
集
っ
た
。
高
校
を
卒

業
し
て
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始

め
て
か
ら
、
早
や
25
年
の
歳
月
が
流
れ
て

い
る
。
四
半
世
紀
と
い
う
時
の
重
み
は
、

当
時
の
記
憶
を
ぼ
ん
や
り
と
遠
ざ
け
る
に

（右側手前から）

（左側手前から）

２番目・佐々木純一、４番目・内倉要、
５番目・松本洸徳
２番目・遠藤玲奈、４番目・島拓郎、
奥の５番目・竹田明弘

小松高校 52 回生（2000 年 3 月卒業）

が
開
通
し
、
小
松
か
ら
東
京
ま
で
直
通
で

行
け
る
が
、
当
時
は
、
地
元
に
と
ど
ま
る

者
や
関
西
方
面
へ
向
か
う
者
が
多
く
、
東

京
を
目
指
す
の
は
、
少
し
ば
か
り
冒
険
に

近
い
選
択
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

メ
ン
バ
ー
紹
介
は
、
個
人
情
報
の
関
係

で
６
人
に
と
ど
め
る
。ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は

右
側
手
前
か
ら
２
番
目
、
佐
々
木
純
一
か

ら
。
彼
は
５
才
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始

め
東
京
音
楽
大
（
器
楽
科
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

専
攻
）
卒
、
同
大
学
院
科
目
等
履
修
を
首

席
修
了
。
交
響
楽
団
な
ど
で
の
演
奏
活
動

の
ほ
か
、
矢
沢
永
吉
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
、
星
野
源
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
サ
ポ
ー
ト
や
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
の

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
か
か
わ
る
。
自
ら
㈱

Ｍ
Ｉ
Ｃ
を
設
立
し
、
音
楽
事
業
を
展
開
中
。

　

内
倉
要
は
、
東
京
農
工
大
・
同
大
学
院

を
経
て
小
松
製
作
所
（
現
・
コ
マ
ツ
）
に

就
職
、
そ
の
後
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
転
職
し
、
現
在
は
国
内

の
半
導
体
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
て
い
る
。

最
近
は
会
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
月

に
１
回
ほ
ど
被
災
地
の
輪
島
に
お
邪
魔
し

て
い
る
。
小
松
高
52
回
生
が
関
東
同
窓
会

の
次
期
総
会
の
幹
事
役
に
な
っ
て
お
り
、

役
員
の
一
人
と
し
て
こ
の
飲
み
会
の
席
で

こ
の
文
章
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

松
本
洸
徳
は
横
浜
国
立
大
卒
業
後
、
地

元
で
就
職
。
現
在
は
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ

り
生
命
保
険
に
て
東
京
法
人
支
社
長
と
し

て
都
内
の
企
業
団
体
を
担
当
し
て
い
る
。

　

竹
田
明
弘
は
、
立
命
館
大
を
卒
業
。
専

門
商
社
を
経
て
エ
ア
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
就

職
。
技
術
営
業
に
従
事
。
島
拓
郎
は
早
稲

田
大
を
卒
業
後
、
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
。
金

融
系
シ
ス
テ
ム
開
発
の
企
業
に
勤
め
る
。

　

遠
藤
玲
奈
（
旧
姓 

酒
井
）
は
女
子
大
を

卒
業
後
、
大
和
証
券
㈱
に
就
職
。
そ
の
後

Ｍ
＆
Ａ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
社
長

秘
書
を
経
て
、（
現
）
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事

務
所
・
外
国
法
共
同
事
業
の
弁
護
士
秘
書

と
し
て
勤
務
。
今
年
度
よ
り
叔
母
が
所
属

す
る
関
東
大
小
松
会
や
目
黒
石
川
県
人
会

に
て
、
石
川
県
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、

ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
張
り

切
っ
て
い
る
。

　

小
松
と
い
う
土
地
柄
か
、
わ
れ
ら
の
世

代
に
共
通
す
る
性
格
な
の
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
皆
ド
ラ
イ
で
、
あ
る
種
の
自
由

人
。
今
回
の
集
ま
り
も
た
ま
た
ま
声
が
か

か
っ
た
か
ら
来
た
と
言
う
程
度
。
当
時
の

顔
を
思
い
出
そ
う
と
久
し
ぶ
り
に
卒
業
ア

ル
バ
ム
を
開
い
て
み
た
け
ど
、
半
分
く
ら

い
は
誰
だ
か
思
い
出
せ
な
か
っ
た
。
た
ま

に
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
み
て
、
そ

れ
か
ら
同
窓
会
や
飲
み
会
の
誘
い
が
あ
っ

た
ら
、
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て
参
加
し

て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

	

（
文
中
敬
称
略
、
文
・
内
倉
要
）
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を
務
め
た
。
現
在
は
永
年
責
任
者
と
し
て

関
わ
っ
て
き
た
放
課
後
児
童
育
成
業
務
を

退
き
、
学
ん
だ
こ
と
を
通
し
こ
れ
か
ら
も

努
力
す
る
。
関
東
羽
咋
会
副
会
長
、
県
観

光
特
使
。
羽
咋
市
出
身
。

　

南
雄
二
は
早
稲
田
大
卒
業
後
、
日
本
ヒ

ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
入
社
、
光
マ

イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
半
導
体
営
業
部
、
国
際

調
達
部
に
勤
務
。
退
職
後
は
地
域
の
自
治

会
長
、
防
災
、
防
犯
、
子
供
、
高
齢
者
・

Ｉ
Ｔ
支
援
を
任
さ
れ
頼
れ
る
存
在
。
羽
咋

高
校
関
東
副
会
長
、
県
観
光
特
使
。
志
賀

町
出
身
。

　

大
橋
茂
は
神
戸
大
学
卒
業
後
、
丸
紅
に

入
社
、
札
幌
勤
務
の
後
、
20
代
後
半
か
ら

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
撤
退
し
た
航
空
機
部

門
の
再
建
に
携
わ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐

在
を
経
て
宇
宙
航
空
機
部
長
、
丸
紅
エ
ア

ロ
ス
ペ
ー
ス
社
長
、
会
長
。
退
職
後
は
ゴ

ル
フ
、
全
国
の
城
巡
り
。
志
賀
町
出
身
、

千
葉
県
船
橋
市
在
住
。

　

赤
池
清
は
高
校
時
代
に
理
数
科
に
い

た
。
部
活
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
女
子
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
常
連
だ
が
男
子
は
た
ま
に
し

か
勝
て
な
か
っ
た
が
沢
山
の
仲
間
が
出
来

た
。
田
舎
に
バ
イ
ク
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
な
ど
に
貢

献
し
た
い
。
趣
味
は
麻
雀
、
将
棋
。
宝
達

志
水
関
東
ふ
る
さ
と
会
副
会
長
、
い
し
か

わ
観
光
特
使
。

（
文
中
敬
称
略
、
文
責
・
赤
池
清
）

　

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
に
羽
咋
高
校

を
卒
業
し
た
20
回
生
、
団
塊
最
後
の
世
代

で
同
期
生
440
人
。
１
月
26
日
の
石
川
県
人

会
総
会
で
同
期
の
中
村
洋
行
が
専
務
理
事

に
就
任
、
震
災
後
の
今
、
十
分
に
力
を
発

揮
し
て
貰
お
う
と
東
京
駅
前
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

ビ
ル
に
集
合
し
た
。

　

中
村
洋
行
は
北
海
道
大
学
工
学
博
士
、

１
建
築
士
で
東
急
建
設
技
研
室
長
、
建
造

物
耐
震
診
断
の
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
社
長
を
経

て
今
度
は
郷
土
の
た
め
に
奮
闘
す
る
構

え
。
宝
達
志
水
町
出
身
。

　

高
見
等
は
大
学
卒
業
後
、
不
動
産
会
社

に
勤
務
、昭
和
50
年
に
羽
高
同
じ
ク
ラ
ス
仲

間
の
赤
池
清
、
中
橋
外
志
満
と
３
人
で
㈱

羽
興
を
設
立
し
、
現
在
建
築
・不
動
産
羽
興

建
設
㈱
代
表
。
高
校
時
代
は
野
球
部
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
。
趣
味
は
読
書
。
羽
咋
市
出
身
。

　

有
川
雪
子
（
旧
姓
野
崎
）
は
、
高
校
時

代
に
書
道
部
在
籍
。
社
会
人
に
な
り
横
浜

市
民
マ
ラ
ソ
ン
壮
年
の
部
、
３
位
に
な

り
、
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
陸
連
の
審
判
員

（右から）
（ 枠 内 ）

中村洋行、高見等、有川雪子、赤池清
右から南雄二、大橋茂

羽 咋 高 校 2 0 回 生

和
敬
塾
塾
友
会
北
陸
支
部

金
沢
で
新
春
の
集
い
、
18
名
参
加

　

和
敬
塾
・
塾
友
会
北
陸
支
部
の
新
春
の
集

い
が
２
月
15
日
、
金
沢
市
駅
西
新
町
の
菜
香

楼
新
館
で
開
か
れ
、
18
名
が
参
加
し
た
。

　

石
坂
修
一
支
部
長（
前
石
川
県
議
、県
日
中

友
好
協
会
会
長
、
昭
50
年
西
寮
卒
）
が
「
本

日
、
塾
友
会
本
部
の
台
湾
支
部
が
開
設
さ
れ

る
日
で
す
」
と
歓
迎
の
挨
拶
、
西
田
良
春
氏

（
昭
45
年
南
寮
卒
）が
乾
杯
を
発
声
し
宴
席
に

入
っ
た
。

　

辰
巳
平
一
氏
（
昭
47
年
西
寮
卒
）
や
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長(

北
陸
貨
物
運
輸
会

長
）
の
山
田
秀
一
氏
（
昭
51
年
北
寮
卒
）
が

大
の
里
の
応
援
を
し
て
い
る
話
で
盛
り
上
げ

近
況
を
報
告
。
Ｊ
Ａ
石
川
県
中
央
会
代
表
理

事
の
西
沢
耕
一
氏
（
昭
51
年
南
寮
卒
）
が
日

本
の
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
、
前
支
部
長
の

森
本
栄
史
氏
（
昭
52
年
南
寮
卒
）
が
、
小
松

市
公
平
委
員
会
委
員
長
な
ど
７
つ
の
役
に
汗

を
か
い
て
い
る
と
語
っ
た
。

　

今
回
一
番
の
若
手
の
参
加
は
、
竹
松
投
資

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
㈱
の
竹
松
祐
貴
氏
（
平
成
26

年
西
寮
卒
）
で
し
た
。
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（左から）

　

４
人
は
輪
島
高
校
を
１
９
９
９
（
平
成

11
）
年
３
月
に
卒
業
し
た
51
期
生
。
３
年

時
に
能
登
空
港
が
輪
島
市
三
井
町
で
着
工

し
て
お
り
、
ふ
る
里
の
発
展
を
期
し
て
進

学
や
就
職
し
た
者
が
多
い
。
１
９
８
０
年

度
生
ま
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
松
坂
世
代
」
で
、

40
代
半
ば
の
働
き
盛
り
。
51
期
生
161
人
い

る
が
、
今
回
、
東
京
輪
島
会
の
総
会
・
懇

親
会
に
出
席
し
た
４
人
が
顔
を
揃
え
た
。

３
人
が
輪
島
市
河
井
町
、
中
谷
健
１
人
だ

け
町
野
町
に
実
家
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
実

家
が
被
災
し
た
中
、
支
援
、
応
援
し
よ
う

と
誓
い
合
っ
た
。

　

荒
川
信
行
は
、
慶
大
理
工
学
部
同
大
学

院
を
修
了
後
、
世
界
最
大
級
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
「
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
」
を

経
て
、
東
大
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ

る
セ
レ
イ
ド
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
㈱
を

創
業
。「
造
血
幹
細
胞
」
を
使
っ
た
新
し

い
細
胞
治
療
の
開
発
を
進
め
る
。

　

小
西
秀
晴
は
輪
島
高
で
野
球
部
に
所

属
、
進
学
先
の
東
海
大
（
工
学
部
）
で
野

球
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
好

き
。
都
内
中
心
に
酒
販
200
店
を
展
開
、
通

販
・
配
達
も
す
る
「
カ
ク
ヤ
ス
」
の
浅
草

店
に
勤
務
、
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

を
発
揮
し
て
い
る
。

　

中
谷
健
は
成
城
大
法
学
部
を
卒
業
後
、

大
手
信
託
銀
行
に
入
行
。
現
在
は
某
大
手

メ
ガ
バ
ン
ク
に
勤
務
。
都
内
店
舗
や
名
古

屋
勤
務
を
経
て
、
現
在
は
大
阪
本
部
所
属

に
て
、
単
身
赴
任
を
し
な
が
ら
富
裕
層
や

中
小
企
業
オ
ー
ナ
ー
を
対
象
に
事
業
承

継
、
資
産
承
継
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
に
従
事
し
活
躍
し
て
い
る
。

　

青
地
美
帆
は
石
川
県
庁
に
勤
務
後
、
家

族
の
転
勤
を
機
に
上
京
。
現
在
、
東
京
輪

島
会
の
坂
本
哲
会
長
が
経
営
す
る
四
季
建

築
設
計
事
務
所
に
勤
務
。
２
０
２
０
年
か

ら
東
京
輪
島
会
の
事
務
局
長
を
務
め
、
能

登
震
災
の
義
援
金
集
め
な
ど
の
世
話
役
に

奮
闘
中
で
す
。

（
文
中
敬
称
略
、
文
責
・
青
地
美
帆
）

輪島高校 51 期生

　

石
川
県
人
会
は
12
月
９
日
、
都
内
の
都
道

府
県
会
館
で
開
い
た
第
４
回
理
事
会
で
新
田

義
孝
専
務
理
事
が
退
任
し
、
後
任
に
１
級
建

築
士
の
中
村
洋
行
理
事
（
74
）
＝
宝
達
志
水

町
出
身
＝
を
選
任
す
る
こ
と
を
内
定
し
た
。

ま
た
、
新
田
氏
が
兼
務
し
て
い
た
総
務
委
員

長
に
は
山
上
徹
氏
（
同
志
社
女
子
大
名
誉
教

授
、ふ
る
さ
と
関
東
羽
咋
会
会
長
）
が
就
く
。

１
月
26
日
に
開
く
総
会
・
新
年
祝
賀
会
で
正

式
に
決
ま
る
。

　

中
村
氏
は
羽
咋
高
、
日
大
理
工
学
部
建
築

学
科
修
士
、
北
海
道
大
工
学
部
理
工
学
研
究

所
博
士
課
程
修
了
。
東
急
建
設
技
術
研
究
所

室
長
、
コ
ン
ス
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
な
ど
を

経
て
現
在
、
Ｕ
Ｒ
総
研
顧
問
。

　

立
教
大
の
卒
業
生
が
つ
く
る
石
川
立
教
会

と
同
じ
く
同
志
社
大
の
同
志
社
校
友
会
石
川

県
支
部
が
12
月
19
日
、
金
沢
市
の
ホ
テ
ル
日

航
金
沢
で
「
締
結
の
集
い
」
を
開
き
、
両
大

卒
業
生
約
100
人
が
連
携
し
て
交
流
す
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
た
。

　

両
大
学
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
で
共
通
し
て
お
り
、
立
教
大

は
24
年
に
、
同
志
社
大
は
25
年
に
創
立
150
周

年
を
迎
え
る
。
昨
年
５
月
に
両
大
学
が
連
携

協
定
を
結
ん
だ
こ
と
か
ら
石
川
の
卒
業
生
組

織
も
対
応
し
た
。

　

石
川
立
教
会
の
砂
塚
隆
広
会
長
、
同
志
社

校
友
会
県
支
部
の
横
川
浩
信
支
部
長
が
挨

拶
、
立
教
大
Ｏ
Ｂ
の
小
田
禎
彦
氏
が
乾
杯
発

声
、
同
志
社
大
Ｏ
Ｂ
の
中
山
賢
一
氏
が
中
締

め
し
た
。

石
川
県
人
会
の
新
専
務
理
事
に

中
村
洋
行
氏
（
宝
達
志
水
町
出
身
）

立
教
、
同
志
社
大
卒
業
生
組
織
が
連
携

金
沢
で
集
い
、
約
100
人
参
加


